







Counseling with a Mother whose All Three Children had Behavioral Problems:
 The Technique to Improve the Family through Individual Interview
Hirohito KATO
Abstract
　In order to solve the behavioral problems with three children, the family support was conducted 
based on the counseling with their mother from the perspective of the systems approach. The supporting 
method was to encourage the client mother to understand her children and take a role in improving the 
family while empowering herself. In detail, they started rubbing themselves with cold and wet towels for 
good health to change the parent-child relationship, the development of the husband-wife relationship 
was attempted, their communication patterns were altered, and their home environment was adjusted, and 
so on. In this case, the behavioral problems with the three children have been solved through the above-
mentioned changes in the structure and functions of the family. Then, the mother-counseling techniques 
from the perspective of the systems approach were discussed.
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　家族を全体としてみるという視点（Family as a 
whole）は、N. アッカーマン（1967）1）によって提
唱されたが、それがシステム論を理論的背景とした
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例では、母親が A 子と話していると必ず B 男がそ
こに割り込んできた。そのパターンは次のようにな
る。
　母親と A 子の会話　→　そこへ B 男が質問や用
事を言いに来る　→　母親が B 男に応じる　→　A
子は捨て台詞を残して立ち去る
　このようにして母親と A 子の会話は B 男によっ
て阻害される。このパターンがある限り、母親と
A 子の関係は親密になりにくい。A 子の孤立には、
それを持続させる要因が存在していたのである。事
例では、母親は、何か言いに来た B 男を無視した
後で、その用事を尋ねるとどうでもいいことである
と確認できた。そのため、母親は A 子との会話に
割り込む B 男の行動を、以後阻止することができ
るようになった。不適切な行動パターンが解消した
わけである。一人の家族成員にある種の状態が持続
している場合、家族の中にその状態を持続させるコ
ミュニケーション上の要因があると考えられた。
７．社会資源の活用
　子どもの行動問題が解消しても、学校との関係や
学業問題に課題が残されることがある。A 子のよう
に成績が悪く不真面目と評価されている生徒では、
その指導は厳しいものがある。ガムを噛んでいた罰
に1週間毎日謝りに行くことや期末試験対策に2週間
前から毎日2時間分の宿題を課すことなどである。
事例では学校・学業問題に関して、スクールカウン
セラーや家庭教師という社会資源を活用した。それ
は、クライエントに今最も必要な人や機関、制度、
サービスなどを手配するというソーシャルワークの
援助方法である。心理治療においてもクライエント
の認知変化や行動変容を待つばかりでなく、有用な
社会資源を活用することによって、援助期間を短縮
し、援助者の労力を省くことが可能になるだろう。
　最後に、クライエント家族に事例の公表を承認し
てもらえたことを感謝します。
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